
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に基づいて活
動する非営利の民間海外協力団体 (NGO)です。1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、
教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food 
for the Hungry International Federation）の一員として、20ヵ国 60のパートナー団体と協力し、アジア、アフリカ、中
南米の開発途上国で、「こころとからだの飢餓」に応える活動をしています。

飢餓対策ニュース　第 315 号　発行日2016 年 9月20日（毎月20日発行）定価15円　

 「冷蔵庫の食べ物をよく見たら賞味期限切れで、もった
いないと思ったけど捨てちゃった…」そんな経験は誰にで
もあるはずです。日本の食べ残しは年間1700万トンにの
ぼる一方、世界の飢餓地域に届けられる食料支援はすべ
て合わせても年間400万トンほどです。（農林水産省・食
品ロス資料2013）単純計算なら、日本人の食べ残しをす
べて支援に回せば、今日にでも全世界の飢えている人々
をすべて救うことができるのです！問題はなぜそれがで
きないかです。
　私はよく小学校で世界の飢餓について話す機会があり
ますが、その時必ず「世界でいちばん遠い距離を克服し
て下さい」と話します。小学生には少し難しい言葉かもし
れません。皆、きょとんとしています。「世界でいちばん
遠い距離…？北極から南極かな、アフリカの方が遠いか
な、世界一周、いや宇宙のことかな…？」そんな質問が生
徒たちの頭をぐるぐる回っているのが見えるようです。
　実は「世界でいちばん遠い距離」とは、私やあなたの頭
から手の先までのわずか1m足らずの距離のことです。な
ぜそれが世界でいちばん遠い距離かというと答は簡単で
す。私たちは往々にして、頭で聞いて「それはいい話だ！」

と思ってもすぐ忘れてしまいます。また仮にその話をよく
聞いて、心に忘れなかったとしても、何のアクション（手）
も起こさなければどうでしょうか。結果は何も変わりませ
ん。「世界でいちばん遠い距離」の克服…それは聞いたこ
とを心に受け止め、行動に移すことを指しているのです。
　アフリカのコンゴにある小さな町プエトに住むパメラさ
ん（写真㊤）は、この「世界でいちばん遠い距離」の話を３
年前、コンゴで初めて行われたVOC（地域変革ビジョン）
セミナーで聞きました。そして彼は実行したのです。
　国内紛争で別れ別れになった家族を捜し出し、仲間た
ちを説得し故郷に近いプエトで共同農場を始めました。
そんな夢のような話を最初は誰も信じなかったそうです
が、今やトウモロコシをはじめ様々な野菜が収穫され、養
豚事業も始まりました。パメラさんの小さな決心が、家
族、仲間たち、地域社会に至るまで大きな影響を与えた
のです。
　さて、毎年10月16日は国連が定めた「世界食料デー」で
す。世界の飢餓を止めるため、あなたにできる「世界でい
ちばん遠い距離」の克服は何でしょう？

1分間に17人（内12人が子ども）
1日に2万5,000人
1年間では約1,000万人が
飢えのために生命を失っています。

「世界でいちばん遠い距離」 日本国際飢餓対策機構  特命大使　近藤高史
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今すぐ
募金が
できます！

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□ 	ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
	 毎月（　　）口	 （１口 1,000 円）
□	 チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
	 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□ 	海外スタッフ・サポーターとして協力します。	
	 毎月（　　）口	 （１口 1,000 円）
□ 	JIFHサポーターとし	て協力します。
　 	毎月（　　）口	 （１口 500 円）
□ 	郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□ 	その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

FAX・072-920-2155

現在までに
4215口

ハンガーゼロ
サポーターを
大募集中!!

氏
フ リ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フ リ ガ ナ

所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

▼申込日：　  　年 　月  日▼NL 315 号

「かざして募金」はスマートフォンからご利用できます。募金は、ソフトバンクモバイル（株）経由となります。詳しくはウエブサイトをご覧ください。

ハンガーゼロ
で検索！
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2016サマーキャンプ特集	 P3〜5
世界食料デー大会の取り組み	 P6〜7

チョコレートのようなコクのあるココアと
大人気のモカブレンドコーヒーのセット

●トラディショナルホットチョコレート（ココア）
　200g ／税込 740 円
  （フェアトレード商品）
●モカブレンドコーヒー
　200g ／税込 930 円
  （ハンガー・ゼロ支援商品）
　以上を合計 2,470 円
　（送料 800 円含む）

【お得情報】国際協力カレンダー 1,080 円と
一緒にご注文なら計 3,550 円のところを送料
込 3,300 円とお得になります。是非ご利用く
ださい。（国内の指定1箇所へまとめてお届け）
収益の一部はハンガー・ゼロ活動の支援金に
なります。

★国際協力カレンダー
「地球家族」2017 年版
お申し込み受付中！

【問合せ】キングダムビジネス
〒540-0026　大阪市中央区内本町1-4-12NPO ビル402

TEL：06-6755-4877　FAX：06-6755-4888
メール : customer@kbwin-win.org
Web：キングダムビジネスで検索。

 「チャイルドサポーター」
　支援中の子どもたちへ
　クリスマスカードを
　送りませんか？

　送付ご希望の方は、11 月 11 日㈮までに大
阪事務所に届くようご協力ください。

（期日以降もお預かりしますが、子どもたちへ
の到着が遅くなる可能性がある点ご了承くだ
さい。）なお、プレゼントなど物品の同封は
ご遠慮ください。
※サポーターの皆様からクリスマスカードを
大阪事務所で受領した旨のお知らせが必要な
場合は、封筒などに一言お書き添えくださる
用お願いします。

募金は、主に以下のプロジェクトに用いさせていただきます
●バングラデシュ：子ども教育＆コミュニティ開発支援
●ボリビア：子ども教育＆コミュニティ開発支援
●コンゴ民主共和国：農業＆コミュニティ開発支援
●フィリピン：子ども教育＆コミュニティ開発支援
●ルワンダ：子ども教育支援
●ケニア：子ども教育＆コミュニティ開発支援
●その他

あなたの１食分で募金協力を

2016世界食料デー大会にご来会を
〜各地の大会日程や募金はホームページから〜

募金はウエブサイトからもできます



［ 家族の暮らし ］　

　サフィン君の父親のバドシャさ
んは、この地域のほとんどの人と
同じように、借地で小麦、米、たま
ねぎを育てています。さらに他人
の畑でも日雇いで仕事をして一家
を支えています。母親のハジラさ
んは働いていません。
　家はブリキと木、ブロック、セメ
ント、砂で作られ、９×４ｍほどの
大きさの部屋が二つあります。牛
小屋やバナナの葉で覆った台所も
あり、庭にトイレも作っています。
飲み水は共同井戸から運びます。

［ 家計 ］

　バドシャさんが育てた野菜を
市場で売り、そのお金で米や食材
を買って食べていますが、父親の

働きだけでは全ての必要を満たす
ことができず、家族は常に貧困と
闘っています。学校で必要な教科
書や制服を買えないことがしばし
ばで、サフィン君は学校に行けな
くなっていました。

［ FHの活動 ］

　スタッフはサフィン君の母親ハ
ジラさんを貯蓄グループに誘い
ました。ハジラさんは貯蓄グルー
プからお金を借りて、夫の農業の
ために借地をすることができまし
た。

毎日学校で勉学に励む

　支援を受け始めたサフィン君
は毎日学校に行っています。FH
スタッフがサフィン君の勉強を手
伝ったり子どもクラブに誘ったり

したので、サフィン君はそこで絵や
工作を楽しんでいます。また衛生
知識や子どもの権利、規律そして
価値観についても学んでいます。
　スタッフは家庭訪問をして子ど
もたちと定期的に会い、健康状態
や通学状況を把握するように努
めています。また子どもたちはク
リスマス会、健康診断、世界里親
会の日のお祝いに参加し、さまざ
まなプレゼントを受け取っていま
す。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

少女との出会いに感銘

　私はフィリピンの地域社会として

の豊かさを強く感じました。近隣

の人との関わりが密接で常に相手

を思いやり、困った事があれば協力

して一緒に解決しようとする姿がと

ても印象的でした。私はこれまで特

に夢や目標もな

く呆然と日々を

過ごしていまし

たが、ナボタス

での１人の少女

との出会いに深

い感銘を受け、｢全ての人に生き方

の選択肢が与えられる世界だったら

な｣と思うようになりました。今私は

そのために貢献できる大人になる

ために尽力しようと思っています。

（大隈あゆみ）

伝えられないもどかしさ

　私はフィリピンに来て早々、40度

を超える熱を出してしまいました。

病院では手続きもFHスタッフがし

てくださり、また現地のお母さんた

ちに看 病してい

ただいて非常に

ありがたかったで

す。感謝の気持ち

を一生 懸命に伝

えようとしましたが、私の英語力で

は限界がありました。もっと伝えた

いこと、知りたいことがたくさんあ

るのにそれができなかったことをと

ても悔やんでいます。なんとしてで

も英語は最低限話せるように努力し

ていきたいです。（寺町和馬）

思いやりと協力

　このキャ

ンプを通し

て周りの人

への思いや

り、協 力 す

ることを学

びました。ホームステイでは、厳し

い環境の中、家族も近所の人たちも

温かく迎えてくださいました。キャ

ンプ中の活動では、全部やってあげ

るのではなく、できないことを補い

合い協力することが大切だと学び

ました。日本に帰ってからは、いろ

いろなことに感謝できるようになり

ました。（中田優美）

自分の無力さを痛感

　私は海外を見てみたいという軽

い気持ちで応募しました。しかし

マニラからナボタスに行くまでの

間に、路上で暮らす人々や交通マ

ナー、浸水している現地を見て、生

活の違いや過酷さに驚き、軽い気

持ちは吹き飛びました。ナボタスで

は、ある少女の手に傷があったので

すが目の前の子に何もしてあげられ

ない自分の無力さ

に失望しました。

今回多くの事を学

べましたが、一番

感じたのは無力さ

です。私はこの経

験を忘れないよう心がけ、自分が

困っている人の力になれることを増

やそうと思います。（山根大輝）
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支援によって学校に戻ることができたサフィン君

 JIFH NEWS LETTER  ３

チャイルドサポーター報告　
バングラデシュ　マチュパラ地区

　2016年8月13日～23日、西南学院大学法学部の学生13名と引
率ヘルプ１名と共にFHフィリピン（国際飢餓対策機構フィリピ
ン）の活動地、ナボタス市のタンザ地域を訪問しました。ここは
マニラの空港から車で約２時間の所にあり住民の多くが漁師で
すが、漁の舟やボートを持たず、安い賃金で雇われています（１
日約200円）。また天候が悪いと収入がさらに少なくなります。
この地域で、FHフィリピンは600人の子どもを対象にチャイルド
サポートプログラムを実施しています。サポーターの支援によっ

て子どもたちが毎日学校に行けるだけでな
く、子どもたちを取り巻く環境の改善を地域
のリーダーや親たちも取り組んでいます。

　今回この地域で私たちは、学校設備の修復や地域のお母さん
が子どもたちに怪我をした時の初期治療の方法を教える手伝い
【㊦写真】をさせていただきました。地域住民が支援を受けるだ
けでなく主体的に活動に関わって子どもたちをケアしておられる
姿が印象的でした。
　参加した学生たちが日本と異なる環境に戸惑いながらも、
様々なことを学んだ、その感想の一部を紹介いたします。

（報告・吉田知基）

西南学院大学フィリピン・ワークキャンプ

子どもや家族との交流から
気づかされ自ら学んだこと

　国際飢餓対策機構（ＦＨ）は2012年からこの地区に関わり、2016年夏

現在1,245世帯、4,825人が様々な活動に参加しています。今は37の貯蓄

グループができ、メンバーは721人になりました。メンバーは週に一度10

～20タカ（15～30円）を持ち寄って、グループ共通の資産である貯蓄額

を増やしていきます。このグループではFHのスタッフから保健衛生や

子どもの教育、人権や女性に関する法律、そして聖書にもとづく価値

観なども学びます。

　またこの地域には支援に登録されている300名の子どもたちがいて、

そのうち約100名がサポーターとの出会いを待っています。支援活動に

参加中のサフィン・モンドル君の様子を報告します。

お申し込みは、JIFH公式ホームページ
から。「チャイルドサポーター」で検索

バングラデシュでは
約１00人の子どもたち
が あ な た のご 支 援 を
待っています！！
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鶴若仰太さん

満ち足りるを知る

　10日間という短い期間の中で現地の
多くの方々と出会い、子どもたちと触れ
合い、どこに行っても温かく我々を迎え
入れてくれたことに感激した。短くも濃
かったこのキャンプの目的である“宝探
し”をする中で学んだことが、「満ち足り
るを知る」ということである。
　FHウガンダが関わっているコミュニ
ティを訪問し、そこで行われている貯蓄
プロジェクトについて話を伺った。この
コミュニティではそれぞれの家庭が経済
的に困難な中で医療や子どもたちの学
校や、農作などの問題に向き合っていた
中、昨年の12月に始まった貯蓄プロジェ
クトによって、コミュニティ全体で対処で
きるよう改善がなされ始めている。
　我々日本人の目から相対的に見れば、
物質的な豊かさは乏しい。しかし帰ろう
とする我々に自分たちで育てた野菜を喜
びをもって差し出してくださった村の人
たちは、自分たちの持っているものを自
覚しまた誇りを持っているように感じ

た。聖書に、貪欲はいつか自分を滅ぼす
と記されている。日本に住む私は、よく考
えれば必要でないものにもその欲望ゆえ
にお金をかけようとする。我々は神から
与えられた我々に必要なものに目を留め
なければいけない。

大野満愛さん 
当たり前ができていない

　第一にウガンダの子どもたちの輝いた
目がすごく印象的で、日本からしたら不
便なところだけどみんな前向きに生きて
いて、すごく感動したし励まされました。
「宝物はなに？」って聞くと「勉強」と言
う子が多くて、勉強できることに感謝す
る姿にも感動しました。里子の家では私
たちに「サポートをありがとう」ってすご
く感謝されました。だけど私たち工業先
進国の人がサポートするのが当たり前だ
と思いました。贅沢な生活ができる所に
生まれたのだから、困っている地域や国
を助けるのは当たり前なのに、なんでで
きないんだろうと思いました。私も家族
でサポーターをしていましたが、ウガン
ダに来て子どもたちをすごく身近に感

じ、もっとサポートが必要だと改めて感じ
ました。私が目で見て感じたことをもっ
と周りの人に伝えていく事で、少しでも
サポートへのつながりになればいいと思
います。

鈴木とし江さん

アフリカの友にエール

「むかしおとめ」の憧憬の大地、赤いア
フリカはトイレットペーパー持参の手動

式水洗トイレの旅でもありました。ウガ
ンダは千ｍ級の高地の国であり、火山も
地震もない最も古い安定した地殻の上
にあるためか、連なる山々は穏やかな姿
を見せてくれています。住む人の気質も
自然と同じまろやかです。幼子のスカー
トの下はむき出しのお尻、校庭を走り回
る裸足の黒い足は、土ぼこりで灰色ゾー
ン。　
　アフリカ大陸はかつては強国の植民
地、現在は部族間の利権争い等、多くの
問題を抱えながらも、「アフリカの友よ。
不屈の魂をもて」と日本の地よりおばさ
んはエールを送ります。

1日目はウガンダに到着後、首都カンパラにある飢餓対策
機構ウガンダ（FHU）の事務所を訪問し、現地スタッフと

交流。２日目にはフィールドのナムトゥンバへ。カンパラから
約４時間、夕方FHUナムトゥンバの事務所に到着しました。
   ここカイティは、外国人が立ち寄ることはほとんどない
小さな村です。どのNGOも入っていないので、FHＵはここ
を活動地として選んだと話してくれました。どこに行っても、

『ムズング！』（Muzunguスワヒリ語で「白い人」の意味、外
国人という意味もあるらしい）と声をかけられました。子ど
もたちは写真を撮って、と駆け寄ってきます。大人は私たち
をダンスや歓迎のスピーチで迎えてくださいました。 
　滞在中は、フィールドで行われている活動の視察と地元
の方々との交流が中心。日本のサポーターが支援して下

さっている里子たちの5家庭を訪問させて
いただきました。どの家庭でも支援への感謝と訪問してく
れたお礼にと、鶏、落花生、米、カボチャ、手作りの鍋敷き
などをお土産にと差し出されました。ここで子どもを学校
に通わせることは、経済面でも労働力という面でも大き
な犠牲を意味します。そんな子どもたちをサポーターが
支援してくれるお蔭で、学校で勉強ができて医療サポート
も受けられ、子どもだけでなくコミュニティ全体が利益を
受けている。そのことに感謝の気持ちを表してくださった
のでしょう。私たちはそんなウガンダの方々の気持ちを感
じて、繋がることの大切さを教え
られました。日本とウガンダは、
約11,500キロも離れています
が、サポーターと里子そして地域
の人たちが、強い絆で繋がってい
るのです。

サポーターさんからの写真を手に

サポーターの大野さんは「この体験を伝えたい」と

ナムトゥンバで出会った子どもたち

地元のお母さんからかご作りを教わる

手芸を教えながら子どもたちと接する鈴木さん

JIFH支援者の募金により教室が完成したカサーレ小学校も訪問、
生徒や保護者、学校、地域の人々がとても喜んでくださいましたJIFH報告：伊東綾

参加者の体験談

８月15日～24日の10日間、自分自身の
宝物を見つけ、現地の人の宝物を教え
てもらうのを目標に20代から60代の
方 ９々名とJIFHスタッフ２名が、アフリ
カのウガンダ共和国を訪問しました。

2016 サマーキャンプ in ウガンダ
子どもたちの大切な宝物は…



Q 行政の立場から世界食料デー
に関わってくださるのは？
　泉大津市では子育て支援に力
をいれています。その一環として、
静岡県牧之原市で拡張型心筋、
症の難病を発症した「はなちゃん」
（今年１月生まれ）が海外で心臓
移植を受けられるように支援する
運動が広がっていますが、泉大津
市もこれを応援することにしまし
た。他の市の話で終わることもで
きます。しかし私たちが市の子育
て支援事業で大切にしているこ
とは、アクションを起こすという
ことです。その観点に立てば、世
界で食べることに困っている子ど
もにしろ、市の「こども食堂」（地

方自治体として全国初）に来てい
る子どもにしろ、助けるというこ
とは同じだと思います。企業人や
政治家はよくグローバル（地球規
模）という言葉を口にしますけれ
ど、それは子育てにも当てはめる
べきものではないでしょうか。

目では見えない部分を大切に！

Q 大会に参加・協力する市民の皆
さんにどのようなことを期待され
ますか？
　人間の目に見えるもの、道路が
よくなったとか駅前に素敵なホテ
ルができたとか生活する上でのア
メニティ追求は必要なことでもあ
ります。しかし様々な問題や課題

が出てきている中で、今の社
会で大切にしなければならな
いことは、むしろ目では見え
ない部分にあると感じていま
す。それは、「思いやり」や「労
わり」であり、そこから他者
のためにアクションが生まれ
ていくわけです。それがない
といい社会にならないし、い
い街づくりにはつながらない

と考えています。昨年の大会では
４０万円をこえる募金が集まりま
したが、世界の必要性を考えると
まだ少ないと感じています。です
から一人ひとりの愛の輪が広がっ
ていくことを願っています。

Q 今年も大会でギター片手に歌
を披露してくださいますね
　よく気さくな市長と言われたり
します。自分でもあまり政治家と
思っていません。ただ市の舵取り
をまかされた以上は市民をいい方
向に導けたらと思いますし、この
素晴らしい食料デー大会をさらに
市民主体の運動にしていければと
願っています。そのためには喜ん
で歌も歌いますし、市としてもで
きるだけの応援はしていきたいと
思っています。

 JIFH NEWS LETTER  ７6  JIFH NEWS LETTER

2 0１6  W O R L D  F O O D  D A Y

世界食料デー世界食料デー

田村：まずは30年もの間、食料
デー大会を開催し続けることので
きた原動力について伺いたいので
すが
比嘉：ひとつには多くの協力者が
あったということでしょうか。例
えば外務省、国連、沖縄県や30

余 り の 後
援 団 体 の
方 々 の 協
力が30年
続 け ら れ
た 原 動 力

だと思いますね。また、市町村、企
業、教会、牧師や信徒の協力も大
きかったと思います。
　もしそのような回りの方々の色
んな面からの支援がなければ、お

そらく30年続けられなかったと思
います。
田村：宮古・八重山・久米島を含め
て６ヵ所で行っているのは、全県
的で非常にユニークですが、広い
形での協力があったということで
すね。県庁まで関わっているのは
他にはないですね
比嘉：初め私たちがこの働きをす
るときにまず、県庁に話をもって
いったんですよ。そしたらね、「本
来なら私たちがやるべきものを皆
さんがやってくださるのですか」
と言われて、県側からも非常に感
謝されました。県側の協力に対す
る意識の大きさも私たちがやり続
けることができた大きな力だった
と思います。
田村：募金においても相当バック
アップをしてくれたということで
すね
比嘉：近年はさまざな世界的、国
内の災害なども増えてきて、県の
力も分散されているということは
否めないと思います。
田村：これまで大切にしてこられ

た基本姿勢やご苦労をお
聞かせください
比嘉：一日に何万人もの子
どもたちが食べるものが
なく死んでいくということ
は、この働きに関わってか
ら知るようになりました。

私たちの意識の土台にあるのは、
私たちもかつて戦争を体験し、戦
後米国からの救援物資を受けて生
き延びてきたということです。沖
縄の方言でいうと、“ちむぐるさ”
（心苦しさ）という情ですね、それ
が基本的な考えとなっていると思
います。
　苦労としては、長いことやって
くるとマンネリ化してくるので、ど
うもっと沢山の人を巻き込んでい
くかが課題ですね。先日の実行委
員会でも、どうして支援金が減っ
てきているかをきちんと検証し対
策をしていきたいと意見がでまし
た。
田村：沖縄で食料デー大会を開催
しつづけることの意義は
比嘉：これからも続けていくこと
の意義は、聖書に基づいた一杯の
水とパン。聖書の「これらの最も
小さな者の一人にしたのは私にし
たのである」というビジョンに立っ
て貧しい人に対する思いを持ち続
けていかないと継続できないと思
います。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

泉大津市では、今年から世界食料デー大会を市の広報紙での開催告知、
市内の掲示板へのポスターの掲示などをしてくださっています。また今
回、市内の保育園や幼稚園などにも「こども未来課」を通じて、食をテー
マにした児童画の募集も働きかけていただき計755名もの園児が参加して
くれました。この中から絵画指導者らで100作品を選定、その一部が
大会前の９月２６日から５日間、泉大津市役所ロビーに掲示されまし
た。また世界食料デー大会当日は、ロビーで入選作品の展示とともに、優秀
作品１２点（園児１２名）の表彰式が行われます。

1996年の第１回から20年目を迎えた「世界食料デー南大阪大
会」は、泉大津市にある南大阪聖書教会（古林寿真子牧師：ＪＩＦＨ
評議員）で開かれる実行委員会によって進められています。委員会
は、教会員、企業経営者、福祉事業者、児童合唱団の指導者など地
域社会に関わる方々が出席。また、最近は伊藤晴彦泉大津市長が、
この市民運動をさらに盛り上げたいとの強い思いを持たれ、大会プ
ログラムに出演したり、実行委員会に出席したりしてくださっています。
伊藤晴彦市長にお話しを伺いました。

地元自治体として市民運動を強力にサポート開催30年、これからも沖縄の「ちむぐくる」を世界へ

南大阪大会の取り組み

沖縄大会の取り組み

大会実行委員長の古林氏㊧と伊藤市長（委員の会合で）

昨年の大会、今年は10月15日㈯に開催、当機構森祐理親善大使らが出演
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沖縄で開催されてきた「世界食料デー大会」は今年30周年
を迎えます。比

ひ が

嘉幹
もとふさ

房実行委員長に経緯を田村総主事が
伺いました。
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